
本専攻の教育は、専攻分野に関する深い研究能力や、高度な専門性が要求される職業に対応できる能
力の育成を目標としています。また、広い学識に裏づけられた独創性に富む、とりわけ東北に密着した
リーダーの育成も目指しています。そのため、研究・教育課程は、経済学の理論、歴史、応用経済、政
策という幅広い分野で、複数教員（主指導教員・副指導教員）による研究指導体制という形をとってい
ます。

本専攻の大学院生には「多様性」という特徴があります。出身大学は国内外と多彩で、しかも社会人
も加わって幅広い年齢層の学生がいます。これまでの前期課程修了者の主な進路は、後期課程への進学
のほか、高校教員、公務員、一般企業への就職などです。後期課程修了者の場合は、大学教員、公務員
などが主な進路となっています。

また、本専攻では海外からの留学生の受け入れを積極的に進め、国際的ないしグローバルな視点から
新たなネットワークの構築を目指しています。

①グローバル化、情報化、知識集約化が進み、さらにその進展・流動化が進行し不確実化も予想される環境
のもとで人間の基本的な経済活動を合目的的に実現していくための理論と応用を学ぶとともに発展させ、
社会に役立てる。
②経済学に関する冷静な思考とアーキテクチャーを考究・習熟することにより、人類・社会の発展と福祉に
寄与する。

理念・目的

①理論、政策、歴史、および数量分析手法に関するカリキュラムを通して、国内外における大学・研究所の
教員や研究スタッフを養成する。
②経営学研究科経営学専攻と連携して、税理士、中小企業診断士、経営コンサルタント、ファイナンシャル・
プランナー、および事業主を養成する。
③海外から研究者や留学生の受け入れも積極的に進め、姉妹校、提携校を軸に、欧米、アジア、オセアニア
とのつながりを急速に深めつつ、グローバルな視点での国際的な共同研究および教育を行う。
④「開かれた大学院」として、「経済研究所」、「地域総合研究所」、および「経営研究所」と共同で、オープ
ン・カレッジ、各種シンポジウム、公開学術講演会などを定期的に開催し、地域と連携した社会教育にも
貢献するとともに、変化する時代を読みとるよう努める。

教 育 目 標
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現在の経済社会では、グローバル化の進展や情報通信技術の急激な進歩など、目まぐるしい変化が起こっ
ています。また、現在の経済社会は経済格差の拡大、人口減少・高齢化など、多くの問題を抱えています。
こうした社会においては、変化に対応でき、問題を発見・解決できる人材の重要性が高まっていると考えら
れます。大学院はそのような力を育むことができる場所です。

大学院では、学部よりも一歩進んだ「学び」が行われます。学部で学んだ知識よりも深い専門的知識を勉
強するというだけではなく、自分自身で課題を発見し、その課題に取り組むために必要な調査を行い、実際
に分析を行う、というより実践的な「学び」の姿がそこにはあります。

本学大学院経済学研究科では、豊富な経験と高度な専門知識を備えた多くのスタッフが、大学院生の研究
活動をサポートします。一連の研究活動を通じて、問題解決力に富む人材、信頼される指導力と実行力を持
つ人材、および地域経済の推進力となって活躍する人材の育成を目指しています。大学院修了生は、大学教
員や研究員だけでなく、公務員や教員、民間企業など、さまざまな職種で力を発揮しています。

これからの経済社会で大いに活躍できる人材になりたいと考えている皆さんのご入学を、心よりお待ちし
ております。
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大学院修士課程修了前に、当時の指導教授から博士課程への進学を薦められましたが、一度
社会人になることを選択し、民間企業、獣医大学生、県庁職員を経て大学院経済学研究科に社
会人入学しました。社会人になって早い段階にて、いずれ機会が来たら博士課程で学びたいと
思い続けておりました。50歳近くになって再び大学に通うことは新鮮な気持ちが衰えないこと
と同時に、学問の奥深さを犇々と実感している日々です。

東北学院大学大学院を選んだ理由は、父や親戚がお世話になった大学であり、小さい頃から
非常に身近な大学であったからです。本学は自由な校風で、学びやすい環境とともに、学習支
援も充実しており、図書館蔵書数も豊富です。毎週土曜日は大学院ゼミの日で午前中から夕方
まで親身になって御指導を頂いております。大学院に入学後、文章の書き方、理論展開など、
改めて気を配るようになりました。また、大学院ゼミでは的確に簡潔に話すことが求められ、
理系出身者として大変勉強になっています。現在は修士課程で学んだテーマをより広く深く研
究しているところです。獣医師の仕事と大学院での研究、TAを両立する多忙な毎日ですが、
漸く自分の理想とするスタイルとなり、内心とても欣喜雀躍しています。
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国際経済論特論Ⅰ・Ⅱ担当
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経済学研究科

詳しい情報はコチ詳しい情報はコチラ!ラ!

11 東北学院大学大学院 2024



本研究科の理念・目的、教育目標に沿って次のような人材を求めています。博士前期課程の入学試験では、「一本研究科の理念・目的、教育目標に沿って次のような人材を求めています。博士前期課程の入学試験では、「一
般選考」、「社会人特別選考」および「特別選考」を設けています。経済学の一定の基礎的学力と明確な研究計画般選考」、「社会人特別選考」および「特別選考」を設けています。経済学の一定の基礎的学力と明確な研究計画
をもち、さらに高度の専門知識や研究能力を身につけたいと考えている意欲ある人や、これまでの社会経験をもをもち、さらに高度の専門知識や研究能力を身につけたいと考えている意欲ある人や、これまでの社会経験をも
とに学問研究を深めることによって社会貢献を志す人などを積極的に受け入れています。とに学問研究を深めることによって社会貢献を志す人などを積極的に受け入れています。
博士後期課程の入学試験では、「一般選考」と「社会人特別選考」を設けて、専門的な研究能力と明確な研究博士後期課程の入学試験では、「一般選考」と「社会人特別選考」を設けて、専門的な研究能力と明確な研究
計画をもって意欲的に博士論文の作成に取り組もうとする人を受け入れています。計画をもって意欲的に博士論文の作成に取り組もうとする人を受け入れています。

▏アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針）▕▏アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針）▕

■産業組織論� アレイ�ウィルソン
企業間競争、または銀行間競争の理論的・実証的分析

■国際金融� 伊鹿倉�正司
金融機関の海外進出に関する実証研究

■マルクス経済学原理論� 泉　�正樹
資本主義の歴史的発展を理論的に捉える

■経済思想史� 小沼�宗一
リカードウとマーシャルを中心にしたイギリス経済
思想の歴史とその現代的意義�

■現象学的社会学・差別論� 郭　�基煥
１．�震災以降の東北地方における多文化共生の可能
性と課題�

２．�移民における多重的なアイデンティティ

■社会保障論� 熊沢�由美
日本における社会保障の歴史�

■国際貿易論、産業組織論� 倉田�　洋
不完全競争における企業立地・海外直接投資と政策�

■差別問題研究・生活史研究� 黒坂�愛衣
１．�ハンセン病問題を中心としたマイノリティ当事
者の生活史の記録

２．�ハンセン病回復者とその家族の関係性分析およ
び関係回復の可能性の追究

■財政学・地方財政論� 佐藤�　滋
１．�比較福祉国家論
２．�福祉国家のグローバルヒストリー

■グローバル経済史� 佐藤�　純
イギリスを中心に展開したグローバリゼーション
（「第一次グローバリゼーション」）の盛衰、特にその
崩壊過程に関する研究

■加齢経済論（高齢化の経済学）、�
世代会計� 佐藤�康仁

１．高齢化と世代間格差に関する研究�
２．世代会計による日本の世代間不均衡の計測

■国際経済学・経済成長論・政治経済学
� 篠崎�　剛
国際間の所得不平等の原因を、１.�国際貿易、２.�各国
の消費習慣、および３.�各国の政治的活動に求め動学
マクロモデルを用いて分析している。

■近世後期（1800年頃）から現代（1980
年代くらい）までの日本経済史、日本
経営史� 白鳥�圭志

１．�第2次世界大戦期から1970年代前半までの戦後
日本金融システムの形成史

２．�1960年代後半から1980年代までの国鉄改革の
歴史的検討など

■地域経済論・経済地理学� 千葉�昭彦
１．�都市的地域における空間構造の変容が経済活動に
及ぼす影響の研究�

２．都市と農漁村の経済的結びつきに関する研究
３．東北地方の経済的特徴の検討

■マクロ経済学� 舟島�義人
財政・金融政策の理論及び実証研究

■経済統計論、不平等の経済分析
� 前田�修也
１．�経済統計における資料的課題・調査論的課題・計量
分析的課題など

２．�各種不平等尺度・相対的貧困尺度の理論的実証�
的研究

■都市経済学・産業組織論� 若生�　徹
空間経済、流通経済の理論分析による市場の水平的
構造と垂直的構造の解明

■ゲーム理論� 稲見�裕介
情報不完備ゲームとその応用

■金融論、アメリカ経済論� 小林�陽介
グローバル金融危機後のアメリカ証券市場、情報技
術の発展と金融業

■1970年代以降の地域社会におけ
る市民活動の展開とその課題
� 齊藤�康則
１．�地方圏の郊外団地における防災福祉コミュニ
ティの形成

２．�東日本大震災における被災者支援・ボランティア
活動

■財政学・地方財政論� 谷　�達彦
財政・租税政策の国際比較

■環境経済・政策論� 谷�祐可子
持続可能な発展の理論的・実証的研究

■経営学、産業論� 田野�　穂
成長産業における戦略行動と企業間取引関係、企業
間取引研究の変遷

■景気循環論� 松前�龍宜
景気循環の理論・実証研究

■環境経済学、公共経済学� 宮本�拓郎
環境政策の理論的・実証的研究、公共調達に関する実
証研究
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